
 

 

平成 30 年 12 月 7 日 
名古屋教育医療記者会 各位 

名古屋市立大学大学院芸術工学研究科 
研究科長 水野みか子 Tel：721-3212 
（名古屋市政記者クラブと同時発表） 

名古屋市立大学大学院芸術工学研究科の 2 つの研究室の 
日頃の研究の成果・教育への取り組みを公開します。 

 
◆プチット・フォルム（Petites Formes）名古屋電子音響音楽コンサート◆ 

◆からだは戦場だよ 2018△(デルタ)  ボディジェクト思考法◆ 
名古屋市立大学大学院芸術工学研究科では、2 つの研究室の日頃の研究・教育を公開す

るイベントを開催します。本研究科で取り組む最先端技術を駆使した不思議な音空間や

VR(バーチャルリアリティー)の世界をお楽しみいただけます。芸術工学部・芸術工学研究

科への進学を希望する学生だけでなく、広く一般市民の皆様にも楽しんでいただける催し

となります。多くの方に本研究科の取り組みを理解していただくためにご案内申し上げる

とともに、併せて当日の取材につきましてもご検討いただきたく存じます。 

記 

◆プチット・フォルム(名古屋電子音響音楽コンサート)◆ 

コンピュータなどを駆使して演奏する電子音響音楽。先端技術との融合で現代音楽の可

能性を切り開く先駆的な表現を堪能していただけるコンサートです。 

日 時 平成 30 年 12 月 23 日(日) 14：00 開場 14：30開演 

場 所 名古屋市立大学 北千種キャンパス 図書館棟 2階 大講義室 

入場料 無料 

対 象 一般 

定 員 当日先着 350 名(事前申し込み不要) 

内 容 

・コンピュータで合成した未知なる音の体験 

・若手とヴェテランの作曲家による『電子音響音楽』 

・台湾、フランス、日本を結ぶ交流企画による若手作曲家コンテスト『プ

チット・フォルム 2018』の入賞作品も公開します 

・国内外のゲストを交えたトークもあります 

・約 3 時間の音楽イベントです 

問い合わせ先 
名古屋市立大学大学院芸術工学研究科 水野研究室 

mikakom@sda.nagoya-cu.ac.jp 

主 催 
名古屋市立大学芸術工学部環境デザイン研究所 

Petites Formes 

共 催 
先端芸術音楽創作（JSSA） 

あいちトリエンナーレ 2019 パートナーシップ事業 

A4 サイズ：2ページ 



 

 

◆からだは戦場だよ 2018△(デルタ)  ボディジェクト思考法◆ 

小鷹研究室による展示『からだは戦場だよ』を、岐阜市柳ヶ瀬で開催します。5年目とな

る本展では、HMD(ゴーグル型ディスプレイ端末)などを通して、小鷹研が独自に考案する

「手足の伸縮感覚」「幽体離脱感覚」「皮膚の素材感覚の変調」「頭部着脱感覚」など

の錯覚を体験できます。会期中の 12月 22 日には、特別イベントとして古谷利裕（画家・

評論家）・金井学（アーティスト）を招いたトークセッション『「幽体離脱の芸術論」

の射程距離』を実施します。 

展示会期／ 

展示時間 

平成 30 年 12 月 22 日(土)／13：00～20：00 

平成 30 年 12 月 23 日(日)／13：00～18：00 

平成 31 年 11 月 12 日(土)／13：00～19：00 

※ただしイベント時間中は体験不可 

会 場 やながせ倉庫・ビッカフェ（岐阜市弥生町 10・TEL:090-3308-6309） 

入場料 

① 展示：無料 

② トークセッション：1,000円 

③ レクチャー：500 円 

※  会場がカフェのため、別途 1オーダーお願いします。 

対 象 一般 

定 員 なし 

内 容 

① 錯覚体験展示 

「手足の伸縮感覚」「幽体離脱感覚」「皮膚の素材感覚の変調」 

「頭部着脱感覚」などの錯覚体験と HMD を使った VR 体験 

② トークセッション：12 月 22 日(土)17：00～20：00 

『「幽体離脱の芸術論」の射程距離』 

③ レクチャー：1月 12 日(土)15：00～18：00 

『からだの錯覚、日常にひそむ異界の風景』 

問い合わせ先 
名古屋市立大学大学院芸術工学研究科 小鷹研究室 

kenri@sda.nagoya-cu.ac.jp 

主 催 名古屋市立大学大学院芸術工学研究科 小鷹研究室 

共 催 やながせ倉庫ビッカフェ 

ｲﾍﾞﾝﾄ Web http://lab.kenrikodaka.com/event/2018d_KSJ 

 

 

本件 問い合わせ先： 

名古屋市立大学 芸術工学部事務室 

(担当：太田・岡庭) 

TEL:052-721-1225  FAX:052-721-3110 

E-mail: jimu200@sda.nagoya-cu.ac.jp 

 

http://lab.kenrikodaka.com/event/2018d_KSJ
TEL:052-721-1225
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岐阜市・やながせ倉庫 
ビッカフェ

岐 阜 市 弥 生 町 1 0  
0 9 0 - 3 3 0 8 - 6 3 0 9

13時 20時 
トークセッション（17:00-20:00）

１０００円 
(１ドリンク)

１ドリンク12.22 (土) 錯覚体験展示（新作中心）

13時 18時 １ドリンク12.23 (日)

13時 19時 １ドリンク1.12 (土) 錯覚体験展示（旧作数点）

レクチャー（15:00 - 18:00）
５００円 
(１ドリンク)
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『
か
ら
だ
は
戦
場
だ
よ
』
は
、

小
鷹
研
究
室
が
す
す
め
る
「
か

ら
だ
の
錯
覚
」
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
成
果
を
い
ち
は
や
く
発
表

す
る
場
と
し
て
、
２
０
１
４
年

か
ら
毎
年
冬
に
ビ
ッ
カ
フ
ェ
で

開
催
し
て
い
る
展
示
で
す
。
５

年
目
と
な
る
今
年
の
テ
ー
マ
は

『
ボ
デ
ィ
ジ
ェ
ク
ト
思
考
法
』
で

す
。ボ
デ
ィ
ジ
ェ
ク
ト
は
ボ
デ
ィ

と
オ
ブ
ジ
ェ
ク
ト
を
組
み
合
わ

せ
た
造
語
で
あ
り
、
研
究
室
の

近
年
の
関
心
（
い
か
に
し
て
身

体
を
半
ば
モ
ノ
の
よ
う
に
体
感

す
る
こ
と
が
で
き
る
か
？
）
を

象
徴
的
に
顕
す
表
現
で
も
あ
り

ま
す
。

　
「
身
体
を
半
ば
モ
ノ
の
よ
う
に

体
感
す
る
」
こ
と
が
い
か
に
難

し
い
か
は
、
自
分
の
手
を
ま
じ

ま
じ
と
眺
め
て
み
れ
ば
す
ぐ
に

わ
か
る
は
ず
で
す
。
僕
た
ち
は
、

「
身
体
」
と
い
う
特
別
な
魔
法
の

担
い
手
に
全
権
を
委
譲
す
る
の

と
引
き
換
え
に
、「
身
体
」
と
い

う
牢
獄
の
中
に
閉
じ
込
め
ら
れ
、

「
モ
ノ
」
た
ち
で
豊
潤
に
あ
ふ
れ

か
え
る
空
間
か
ら
永
遠
に
疎
外

さ
れ
続
け
て
い
る
の
で
す
。「
身

体
を
半
ば
モ
ノ
の
よ
う
に
体
感

す
る
」
と
い
う
の
は
、「
身
体
」

を
剥
い
だ
先
に
ひ
そ
む
何
「
モ

ノ
」
か
に
対
す
る
感
度
を
回
復

す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
そ

の
先
に
は
複
数
的
な
変
態
に
開

か
れ
た
新
た
な
自
分
の
風
景
が

見
え
て
く
る
は
ず
で
す
。
そ
し

て
、
そ
の
段
階
に
達
す
る
た
め

に
は
、
極
め
て
手
続
き
的
な
呪

術
が
必
要
と
さ
れ
る
の
で
す
。

　　
『
か
ら
だ
は
戦
場
だ
よ
』
の
立

ち
上
げ
か
ら
５
年
が
経
と
う
と

し
ま
す
が
、
戦
場
の
目
指
す
風

景
は
確
実
に
届
く
べ
き
人
に
届

き
つ
つ
あ
り
ま
す
。
戦
場
の
成

果
物
は
一
見
す
る
と
芸
術
的
関

心
か
ら
か
け
離
れ
た
と
こ
ろ
に

あ
る
単
な
る
心
理
学
の
装
置
の

よ
う
に
み
え
ま
す
が
、
こ
れ
ま

で
に
多
く
の
芸
術
畑
の
方
々
の

関
心
を
惹
き
つ
け
て
き
ま
し
た
。

実
際
、
今
回
ゲ
ス
ト
と
し
て
お

呼
び
す
る
三
人
は
、
そ
れ
ぞ
れ

美
術
や
批
評
の
方
面
で
活
躍
さ

れ
て
い
る
方
で
す
が
、
過
去
の

戦
場
に
一
度
は
来
訪
さ
れ
て
い

ま
す
。
今
回
の
企
画
を
通
し
て

『
か
ら
だ
は
戦
場
だ
よ
』
と
「
芸

術
」
の
二
つ
の
装
置
が
共
有
し

て
い
る
も
の
の
内
実
を
明
ら
か

に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
過
去
２
年
の
戦
場
の
展
示
物

の
多
く
は
、
ま
ず
岐
阜
ビ
ッ
カ

フ
ェ
で
初
め
て
披
露
さ
れ
た
後

に
、
国
内
外
の
大
き
な
舞
台
で

の
展
示
や
受
賞
へ
と
結
び
つ
い

て
い
ま
す
。
今
年
も
、
例
年
と

遜
色
の
な
い
不
気
味
な
ト
ー
ン

で
新
た
な
体
験
を
お
送
り
で
き

そ
う
で
す
。
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ

さ
い
。



『からだは戦場だよ』の５周年を記念し, 本展示と深い関わりを持つ「幽体
離脱」をめぐる諸問題を, 芸術全般の言説空間で長きにわたって確かな存在
感を示す画家・評論家の古谷利裕と, 国内外の各地で横断的な制作を展開し
ているアーティスト・金井学の２人のゲストを迎えて議論します. 
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アート・デザイン・思想・暮らし・地域等の様々な領域の実践者の知見に触れながら現代
社会を考察する, IAMAS・前林明次が主宰するプロジェクト「これからの創造のためのプ
ラットフォーム」のレクチャーを, 『からだは戦場だよ』に合わせて, 今回初めてビッカフェ
で開催します。講師は『からだは戦場だよ』を主宰する小鷹研理が務めます. 

లࣔݧମ֮ࡨ ϏοΧϑΣɾ
ΪϟϥϦʔ

lab.kenrikodaka.com

খୋࣨڀݚ
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『からだは戦場だよ』の本体である錯覚体験展示では, 小鷹研究室が
考案する「身体の伸縮感覚」「重力反転・幽体離脱」「皮膚の素材
感覚の変調」「頭部着脱感覚」などの錯覚を体験できます. また, 例
年同様, HMDを使ったVR体験装置も多く揃えています.  

第１部(12月22-23日) では今年度卒業生の新作を中心に, 第２部 (1月
12日) では, 前回の展示『からだは戦場だよ2018』で発表され, その
後, 国内外で高い評価を受けることとなった2点の旧作VR（Elastic 
Arm Illusion & Self-umbrelling）を体験できます. 

ಛผاը

sozoplatform.org/
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か
ら
だ
の
錯
覚
に

付
帯
す
る
「
不
気
味

さ
」
や
「
き
も
ち
わ

る
さ
」、 あ
る
い
は「
ぞ

わ
ぞ
わ
」
と
い
っ
た

感
覚
は
、
自
分
と
い

う
名
の
シ
ス
テ
ム
の

組
成
が
組
み
変
わ
り

つ
つ
あ
る
こ
と
の
サ

イ
ン
で
す
。

　
当
日
は
、
そ
の
場

で
簡
単
に
体
験
で
き

る
い
く
つ
か
の
錯
覚

を
紹
介
し
な
が
ら
、 現

代
に
お
い
て
「
か
ら

だ
の
錯
覚
」
の
問
題

を
探
求
す
る
こ
と
の

意
義
に
つ
い
て
多
方

面
か
ら
解
説
し
ま
す
。 

２
時
間
ほ
ど
の
レ
ク

チ
ャ
ー
の
後
に
は
、

近
年
、
場
所
に
根
ざ

し
た
身
体
的
リ
ア
リ

テ
ィ
ー
の
問
題
を
探

求
す
る
前
林
明
次
氏

と
の
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
の
時
間
を
持

ち
ま
す
。 
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古
谷
利
裕
は
、 近
年
「
幽
体

離
脱
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、 

フ
ォ
ー
マ
リ
ズ
ム
の
立
場
か

ら
芸
術
論
を
更
新
す
る
構
想 

(

「
幽
体
離
脱
の
芸
術
論
」) 

を
表
明
し
て
い
ま
す
。
先
日

『ÉKRITS

』
に
発
表
さ
れ
た
、 

そ
の
序
章
的
論
考
（ 「
幽
体
離

脱
の
芸
術
論
」
へ
の
助
走 
）

で
は
、
哲
学・人
類
学・文
学
・

美
術
な
ど
の
各
種
の
実
践
事

例
を
引
く
と
と
も
に
、 『
か
ら

だ
は
戦
場
だ
よ
２
０
１
８
』

で
の
自
身
の
体
験
が
と
り
あ

げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
本
ト
ー
ク
で
は
、
古
谷
氏

の
同
論
考
を
呼
び
水
と
し
て
、

『
か
ら
だ
は
戦
場
だ
よ
』
の
試

み
が
「
芸
術
」
と
い
う
名
の

人
類
学
的
営
為
と
い
か
に
し

て
共
振
す
る
の
か
、
そ
の
可

能
性
を
、
技
術
哲
学
を
援
用

す
る
こ
と
で
、
モ
ダ
ニ
ズ
ム

の
美
術
理
論
を
芸
術
実
践
の

側
か
ら
批
判
的
に
ア
ッ
プ

デ
ー
ト
す
る
こ
と
を
企
図
し

て
い
る
金
井
学
を
導
き
役
と

し
て
探
っ
て
行
き
ま
す
。
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